
資料No.1

（単位：円）

（Ａ20） （Ｂ20） （Ｃ20） （Ａ21） （Ｂ21） （Ｃ21） （Ａ22） （Ｂ22） （Ｃ22） （Ａ23）

（＝Ａ－Ｂ） （Ｄ19） （＝Ａ－Ｂ） （Ｄ20） （＝Ａ－Ｂ） （Ｄ21）

北海道 53 13 40 47 7 11 36 39 3 13 26 31 5 15 37

青森 11 11 0 9 9 3 6 6 0 12 △ 6 △ 5 1 10 26

宮城 20 14 6 20 14 9 11 14 3 12 2 8 6 23 35

秋田 9 11 △ 2 3 5 3 0 5 5 13 △ 8 △ 9 △ 1 9 27

埼玉 41 20 21 23 2 13 10 14 4 15 △ 1 9 10 16 48

千葉 16 17 △ 1 5 6 5 0 5 5 16 △ 11 △ 6 5 16 38

東京 80 27 53 60 7 25 35 40 5 30 10 16 6 18 82

神奈川 89 30 59 66 7 23 43 47 4 29 18 23 5 16 82

京都 33 17 16 23 7 12 11 20 9 20 0 1 1 17 49

大阪 34 17 17 26 9 14 12 17 5 17 0 7 7 21 48

兵庫 22 15 7 16 9 9 7 13 6 13 0 3 3 18 37

広島 22 14 8 16 8 9 7 13 6 12 1 6 5 19 35

注．網掛けの３県は、平成23年７月19日現在において生活保護と最低賃金との乖離がないもの。

ﾃﾞｰﾀ更新
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最低賃金
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最低賃金と生活保護の乖離額及び解消に向けた引上げ額の推移

平成23年度時点の比
較

（H21生保データ準拠）

都道府県

平成20年度時点の比較
（H18生保データ準拠）

平成21年度時点の比較
（H19生保データ準拠）

平成22年度時点の比較
（H20生保データ準拠）
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